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在南アフリカ日本国大使館 

1．内政関連 

●ＤＡ管理下ミッドバール地方行政区の銅像撤去 

 ４日、アフリカーンス文化グループは、ハウテン州のＤＡ管理下にあるミッドバール行

政区の市役所前に長年飾られていたヘンドリック・フルブルトの銅像を撤去した。フルブ

ルトはアフリカーナー系の政治家で首相も務めたことがあるが、アパルトヘイトの建設者

とも呼ばれており、ＡＮＣ、ＣＯＰＥ、ＰＡＣなどがＤＡに対し撤去を求めていた。ティ

モシー・ナッツ・ミドバール市長は、銅像はミドバール市のものではなく、地元の文化グ

ループが自主的に撤去したと語ったが、選挙戦を間近に控えＤＡの公算が強いとして各党

から批判の声が挙がった。 

 

●ＡＮＣ行政区での公共トイレ論争 

 ８日、サンデータイムズ紙は自由州のモカカ地方行政区に、壁のない吹きさらしの公共

トイレが１６００個ある旨報じた。その中には２００３年に建てられて以来囲いのないま

まの状態のものもあった。ＡＮＣメンバーは、そのようなトイレがあることを知らなかっ

た、トイレの囲いは住民が建設する予定であったと弁明した。２０１０年、西ケープ州に

あるＤＡ統治下の行政区でも同じような問題が発覚していた。 

 

●行政職員スト・キャンセル 

９日、南ア行政職員連合（ＳＡＭＷＵ）は労働組合ＣＯＳＡＴＵとの会合後、予定して

いたストライキ中止を発表した。ＳＡＭＷＵはシセカ伝統業務・協調統治大臣の税金乱用

による即時解雇と１８％の賃上げ等を要求し、１３日から行われる予定であったが、地方

選挙戦を１８日に控え、ストがＡＮＣの選挙キャンペーンに支障を来しかねないとの判断

からＡＮＣと同盟を組むＣＯＳＡＴＵが説得にまわった。 

 

●統一地方選挙行われる 

 １８日、９４年の民主化後４回目となる統一地方選挙が滞りなく行われた。投票率は５

７．８％と前回２００６年の地方選挙の４８％に比べ高いものとなり国民の関心の高さが

うかがえた。得票率の結果はＡＮＣ６１．９５％、ＤＡ２３．９４％、ＩＦＰ３．５６％

となり、上位２党が他の少数政党を大きく引き離した。ＡＮＣは６０％以上を確保したも

のの前回選挙に比べると２％ほど減、一方でＤＡが前回の地方選より１０％以上得票率を

延ばし、全体的にＤＡの躍進が目立った。 

 

●ソウェトで列車衝突事故発生 

 ２０日、停止していた列車に他の列車が突っ込む列車事故がソウェトで発生し、乗客８

５７名が負傷する衝突事故が起こった。事故は列車が時速３０キロ制限区域を８５キロで

走っていたことによるもので、５日、南ア鉄道機構（ＰＲＡＳＡ）は列車の運転手を解雇

すると発表した。鉄道事故は南アでは珍しいものではなく、２００８年から２００９年に

は１９３２名が負傷し４３４名が命を落としており、今回の事故は氷山の一角に過ぎない



という声もある。 

 

2．外政関連 

●ＴＩＣＡＤ閣僚級フォローアップ会合概要 

１-２日、セネガルのダカールでＴＩＣＡＤ閣僚級フォローアップ会合が開催され、アフ

リカから４７ヶ国、内３０ヶ国より閣僚級代表が出席し、日本からは、松本外務大臣、高

橋外務副大臣、民間より土橋日本経団連サブサハラ地域委員長が出席した。大震災発生後、

日本が主催するはじめての本格的な国際会議となり、松本外務大臣より、大震災後の苦し

い中でもアフリカに対する支援の約束を守ると発言し、アフリカ諸国の閣僚達から日本に

賞賛の声が上がった。南アからはゴドングワナ経済開発副大臣が出席し、会議に貢献する

と共に、ＣＯＰ１７成功に向けたアフリカ諸国の協力を呼びかけた。 

 

●ベトナム副主席のプレトリア訪問 

 ２日、ヌグエン・チ・ドアン・ベトナム副主席が南アを訪問し、４日にモトランテ副大

統領と会談した。昨年２０１０年１０月にはモトランテ副大統領がベトナムを訪問し、貿

易、国防、環境問題における協調を強化していくことに同意しており、今回も両国企業の

連携を促進し２国間協調の可能性を追求していくことで合意した。現在両国は観光、水資

源の分野における協調を行っている。ドアン副主席はフリーダムパークやソウェトのヘク

ターピーターソン博物館などを訪れ花輪を捧げた。 

 

●アフリカ世界経済フォーラム開催 

４日から６日まで、第２１回アフリカ世界経済フォーラムがケープタウンで開催された。

同フォーラムには６０カ国から約９００名が参加し、“Shaping Africa’s Role in the New 

Reality”というテーマに沿って、サブサハラ地域における持続的な成長とグローバル経済

の支柱となる可能性について話し合われた。南ア政府からはズマ大統領を始めゴーダン財

務大臣、マニュエル大統領府大臣、デービス貿易産業大臣等多くの大臣が参加し、アフリ

カ各地の企業関係者も続々と参加した。 

 

●アフリカ・インドサミット開催 

 ２０－２６日、エチオピアのアディスアベバで第２回アフリカ・インドサミットが開催

され、南アからはモトランテ副大統領及びエブラヒム国際関係・協力副大臣が参加した。

当サミットは０８年インドのニューデリーで初めて開催されアフリカ諸国とインドのパー

トナーシップを促すもの。人材及び機関のキャパシティビルディング、科学技術、農業生

産、インフラ開発分野等におけるこれまでの達成度を評価し、ＰＩＤＡ、ＮＥＰＡＤ、Ｃ

ＡＡＤＰ等の枠組みにおけるアフリカ経済開発プログラム支援について話し合われた。 

 

●ＮＡＭ会議、インドネシアで開催 

 ２３－２７日、インドネシアのバリで第１６回非同盟諸国会議が開かれ、ヌコアナ＝マ

シャバネ国際関係・協力大臣、ネネ同省国際問題担当大使が出席した。会議には２５カ国

の代表が参加、ＮＡＭ加盟国におけるこれまでの国際開発の評価等が話し合われた。 

 

●中国人民代表大会常務委員会委員長の訪問 

 ２５日、中国の呉邦国・全国人民代表大会常務委員会委員長が南アを訪問し、ズマ大統

領を表敬した。大統領府は、今回の呉邦国委員長の訪問は南ア・中国の議会交流の強化で



あるとの声明を発表した。 

 

●ズマ大統領、ナイジェリア新大統領就任式出席 

２９日、ズマ大統領はナイジェリアのアブジャで開かれたグッドラック・ジョナサン大

統領の就任式に出席した。大統領にはツウェレ国家安全保障大臣が同行した。 

 

●ズマ大統領、カダフィ指導者と会談 

３０日、ズマ大統領はリビアのトリポリを訪問しカダフィ指導者と会談した。カダフィ

退陣への圧力が日に日に高まる中で、即時停戦の実現と人道支援、危機収束に必要な改革

について意見交換を行った。 

 

３．経済 

●第１四半期成長率４．８％ 

南ア経済の第１四半期の成長率は４．８％となった。これは、前年第４四半期の４．

５％、及び南ア統計局による一般的な見込み（４．２％へ減速）よりも高い水準となっ

た。同成長率は、製造業の生産が過去３年間で最高の１４．５％の伸びとなったことに

支えられた。ゴーダン財務大臣は、同成長率が継続すれば、年間成長率は３．４％を超

えるだろうと述べた。 

 

●第１四半期公式失業率１％上昇 

最新の労働力調査（南ア統計局）によると、第１四半期の公式失業率は、前年同期の

２４％から２５％に上昇した。エコノミストは、過去１年間に公的部門で雇用が創出さ

れた一方で、民間部門で雇用が縮小した、と指摘した。アナリストは、金利の上昇が、

中小企業の資本借入及び雇用拡大を思いとどまらせるだろうと警告している。 

 

●消費者物価指数４．２％ 

南ア統計局によると、消費者物価指数は 4 月の前年同月比で４．２％と、３月（同４．

１％）に比べて上昇した。一方で、この数値はブルームバーグの見込み（４．４％）を

下回るものとなった。消費者物価指数の前月比は０．３％。食品の消費者物価指数は、

前月比０．１％低下、前年同月比４．８％上昇となった。 

 

●民間部門信用拡大 

民間部門の信用拡大は、3 月の前年同月比５．１％と、2 月（同５．４％）に比べて

減速した。一般家計を対象とする信用拡大が３月の信用拡大の主な推進力となった一方

で、企業は、経済回復の見通しが悪いこと、電力供給や輸送面での限界により、借入に

慎重になっている。 

 

●製造部門３月成長減速 

南ア統計局によると、製造業部門の３月の成長は前年同月比で４．６％と、2月（同

５．７％）に比べて減速した。３月と２月の前月比は、それぞれ１．６％、１．７％で

あった。製造業部門は、ランド高、高額な燃料と電力、2 桁の賃金上昇、低成長の資本

投資と民間部門借入という要因によって影響を受けている。 

 

●４月の自動車販売 



４月の自動車販売は、日本で起こった地震と津波の影響を受けた。南ア自動車製造業

者協会（NAAMSA）によると、４月の国内販売は３月に比べて２８％の減少、前年同月比

８％の増加となった。災害により自動車のサプライ・チェーンには深刻な混乱が生じて

おり、自動車工場は、限定的に稼働している。一方で、４月に南アの祝祭日が多かった

ことも前月比の売り上げ減少に影響した。 

 

●政策金利５．５％ 

南ア準備銀行は、５月の金融政策委員会で政策金利を５．５％に据え置くことを決め

た。マーカス（Gill Marcus）準備銀行総裁は、来年初旬にはインフレ・ターゲットの

上限である６％を上回るほどの急激な上昇がみられると物価上昇の見通しを修正した。

準備銀行は、来年の第１四半期における物価上昇のピークを６．３％、年平均は６％を

上回ると見込んでいる。 

 

●アフリカの対中国貿易拡大 

昨年、中国は、アフリカ大陸の全貿易の１０．４％を占めるアフリカ最大の貿易相手

国となった。２０００年には１１０億ドル相当であった中国の対アフリカ貿易が、２０

１０年には１，２９０億ドルとなり、１０年間で、アフリカにおける中国の貿易は１０

倍になった。 

 

●デービス貿易大臣、アフリカ産業変革の必要性問う 

デービス貿易産業大臣は世界経済フォーラムで、①アフリカ諸国では産業化、一次産

品生産からの多様化が振興されている、②アフリカ大陸を産業化の軌道に乗せるための

主要な産業としては、食品加工、選鉱、薬品製造、グリーン発電が注目される、③輸送

ロジスティックスを向上させるための道路、鉄道インフラへの投資支援のため、外国投

資家とのパートナーシップ構築が必要である、と述べた。 

 

●アフリカ銀行部門、雇用削減 

厳しい状況にある南アフリカの銀行部門では、雇用喪失が続いている。これは、低い

信用需要、高い障害、コスト上昇など、銀行部門の今後の見通しが厳しいためである。

今年の第 1 四半期における市中銀行の将来見通しの自信は９年以来の水準に落ち込ん

だ。スタンダード銀行は１，６４１人分の雇用を削減した一方で、FNB は新規採用をし

ない方針で行員数を削減している。 

 

●ビジネス障害：スキル不足 

中小企業を対象とするビジネス調査から、回答者の１／３は必要なスキルをもつ被雇

用者を見つけることができない、もしくは柔軟性が低い労働法のため新規雇用に対して

神経質になっていると答えていることがわかった。ビジネス・ソフトウェア開発者によ

ると、回答者の１７％は、ビジネス拡大の最も大きな障害はスキル不足であると回答し

ており、同１１％は厳格な労働法が人員増加を妨げていると回答している。 

 

●南ア、太陽光発電大国として成長 

南アは、第二の太陽光発電大国となる潜在能力をもっており、投資家が再生可能なエ

ネルギーへの投資を考える際の好まれる市場として急成長している。アピントン・ソー

ラー・パーク（Upington Solar Park）の構想は、実現すれば世界最高の太陽発熱を有

し、チリのアタカマ砂漠に匹敵するものとなる。同計画は、産業開発地帯に５０００メ



ガワットの太陽光発電所を展開するというプロポーザル。 

 

4．広報・文化 

●南ア人ＡＬＴ（英語補助講師）同窓会 

14 日、ヨハネスブルグの日本食レストランにおいて、日本の小中高校で英語指導の

経験のある南ア人元ＡＬＴ、本年７月下旬に渡日予定の新規ＡＬＴ、在留邦人ら約 50

名が集まった。在留邦人の協力を得て琴の演奏が行われるなど同窓会兼昼食会は盛況に

行われた。南アフリカからは 1997 年以降、約 380 名がＡＬＴとしてＪＥＴ（Japan Ex

change & Teaching）プログラムに参加しており、現在も 109 名の現役南ア人ＡＬＴが

日本各地で活躍している。南ア人ＡＬＴ同窓会は東日本大震災に関して義援金を既に日

本赤十字社に寄付しており、引き続き募金活動を行っている。 

 

●篠崎靖男氏指揮によるケープタウン・フィルハーモニー・オーケストラ・コンサート 

19 日、26 日、ケープタウン・シティホールにおいて、篠崎靖男氏がケープタウン・

フィルハーモニー・オーケストラを指揮し、両日とも会場は満席となり絶賛を博した。

篠崎氏はフィンランド・キュミ・シンフォニエッタの首席指揮者・芸術監督であり、昨

年３月には日・南ア交流 100 周年記念コンサートとしてソリストにピアニスト小川典子

氏を迎え、ヨハネスブルグ・フィルハーモニー・オーケストラを指揮している。 

 

５．警備・治安 

●追尾車両にご用心 

報道や警察関係者の話によると、最近、ヨハネスブルグ・プレトリア近郊で、ショッ

ピングモールから車両を尾行し、自宅ゲート付近において強盗を行う手口が相次いでい

る。特に白のＢＭＷ（サンルーフ付）を使用した武装強盗団の犯行が目立っている（４

月以降４件発生）。この強盗団は３～４人組で、ＡＫ－４７等のライフル銃やけん銃を

使用し、被害者宅に警備員が配置されていようとも犯行を敢行している。３０日には大

使館員宅居住区において、ATM を利用した後の車両（夫婦乗車）が、武装グループ車両

に追尾され、自宅前において銃撃戦となる事件が発生した。（犯人グループは白の VW ジ

ェッタで逃走中） 

 

 


